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(@)
g 10° g 1g
mg 1073 g 1g 1000 1
Mg 10°° g 1g 100 1
ng 10°° g 1g 10 1
pg 1072 g 1g 1 1
(@)
100
ppm 100 1 Hg/g mg/e
ppb 10 1 ng/g pg/e
ppt 1 pg/g ng/e
(@]
Nm3 0 1
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(URL)
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http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/index.html
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/kihonjyo.pdf
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/index.htm
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/jyoureiorg.pdf
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/plan_all.pdf
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/poi_jo.pdf
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/ondankeis.pdf
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/ems_man8.pdf
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/h14houkoku.pdf
http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images2004/jigyou/jigyouNo25s.pdf
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135
49.24 15.9
9.4
2 S
14(2002)
16 751mm
() () () (h)
14(2002) 16.0 34.3 -1.9 751 2,067
13(2001) 15.7 35.0 -2.3 931 2,178
12(2000) 15.8 36.1 -1.8 918 2,083
11(1999) 16.0 33.0 -3.0 1,145 2,025
10(1998) 16.6 32.9 -2.7 1,378 1,745
9(1997) 15.6 32.2 -3.9 1,190 1,960
8(1996) 15.0 34.2 -2.5 1,039 1,833
7(1995) 15.1 33.7 -2.2 1,017 1,801
2(1990) 16.0 34.5 -6.5 1,358 1,800
15(2003)
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1
5
111 15(2003) 4

2 2,690 2,523 3,505

4,305 4,110 1,600

520 450 1,900

520 300 1,400

2,773 1,682
15(2003)
5ha 5 3 lha
14(2002) 111 11 10 46 44
13(2001) 113 11 10 46 46
12(2000) 113 11 10 46 46
11(1999) 114 11 10 47 46
10(1998) 115 11 11 47 46
9(1997) 115 11 11 47 46
8(1996) 116 11 11 48 46
7(1995) 117 11 13 47 46
2(1990) 128 10 9 48 61
14
15(2003)




4 B

2000 7 23 97 56 1991
2000 7 10 100 83 1990
1999 8 24 107 42 1986 39 ;
1999 7 4 97 82 1985 40

42
1997 6 25 1991
1995 7 20 1994
1995 7 1 81 49
1995 6 8 105 61 1990
1993 7 9 15
1993 6 1 100 3 1990

2000 7 23

5 ZHM




1998 1999 2000 2001 2002
0 0 0 0 0

77 75 72 72 72

1 1 1 1 1

0 0 0 0 0

78 76 73 73 73

1 0 0 0 0

4 4 4 4 4

0 0 0 0 0

83 80 77 77 77

2 BE-asxfH
1 AA
15(2003) 4 1 291,598 109,590
5
15(2003) 109,590 291,598 142,090 149,508 5,924
14(2002) 108,509 291,896 142,575 149,321 5,930
13(2001) 107,928 292,681 143,185 149,496 5,946
12(2000) 109,390 294,584 143,918 150,666 5,985
11(1999) 108,354 294,864 144,231 150,633 5,993
10(1998) 106, 645 293,778 143,800 149,978 5,971
7(1995) 99,378 283,782 139,133 144,649 5,788
2(1990) 88,866 270,857 133,151 137,706 5,528
60(1985) 82,861 263,067 129,975 133,092 5,337
55(1980) 73,532 253,952 126,303 127,649 5,157
50(1975) 65,207 232,471 116,427 116,044 4,911
15(2003)



shiotuki
テキスト注釈
　薪炭材や落ち葉などのたい肥を確保するために維持されてきた人里近くの低山や丘陵に発達する樹林を里山という。里山の代表種としては、アカマツ、コナラ、アベマキなどがあげられる。薪炭林、二次林とも言われる。

shiotuki
テキスト注釈
　伐採・風水害による倒木、山火事などにより森林が破壊された跡地に自然に成立した林のこと。
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©)

4 7
©)
3 6
3 THF A
1-7 m2
15(2003) 49,220 6,749 1,192 | 21,529 1,374 262 4,545 | 13,569
14(2002) 49,220 6,853 1,197 | 21,492 1,379 264 4,500 | 13,535
13(2001) 49,220 6,981 1,216 | 21,386 1,411 265 4,884 | 13,076
12(2000) 49,220 7,140 1,231 | 21,306 1,427 267 4,794 | 13,055
7(1995) 49,030 7,933 1,337 | 20,539 1,551 285 3,182 | 14,203
2(1990) 49,000 8,881 1,535 | 19,836 1,691 288 2,797 | 13,972
60(1985) 49,290 9,756 1,704 | 18,504 1,723 317 2,928 | 14,358
15(2003)
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4 BEHEHE

4,922ha 78.8
21.2
(ha) () (ha)
4,922 | 100.0 2,854
3,879 78.8 1 591
(100.0) 2 424
522 | ( 13.5) 3 774
997 | ( 25.6) 4 1.065
64 | ( 1.6)
1,113 | ( 28.7) 5
69 | ( 1.8)
94 1 ( 2.4) 45
194 |[( 5.0)
94 | ( 2.4) 195
171 [ ( 4.4)
294 | ( 7.6) 11
272 | ( 7.0)
1,043 21.2
15(2003)
5 LEXK&E
14(2002) 3 31 291,530 99.9
1 3
m3 45,000 -
15(2003) 38,485 360 40,000 ¢
14(2002) 39,268 369 35,000
13(2001) 39,574 371 30,000 |
12(2000) 40,246 377 25,000
11(1999) 40,640 377 20000 |- - mm e e
10(1998) 41,163 383 15,000 ‘ ‘ ‘ ‘ ‘
1975 1980 1985 1990 1995 2000 2002
7(1995) 41,086 391
2(1990) 40,363 407
60(1985) 36,559 382 15(2003)
55(1980) 32,885 353
50(1975) 28,826 340




TFK&E

4 8(1996)
m ha
15(2003) 832,989 3,338 268,440 91.
14(2002) 804,574 3,254 261,079 88.
13(2001) 772,719 3,157 255,884 86.
12(2000) 746,460 3,074 249,929 84.
11(1999) 718,204 2,891 242,542 82.
10(1998) 695,390 2,815 236,656 80.
7(1995) 613,235 2,485 206,436 71.
2(1990) 476,578 1,814 151,707 55.
60(1985) 313,179 1,168 103,649 42.
55(1980) 224,356 753 90,358 36.
50(1975) 158,200 628 66,200 33.
15(2003)
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shiotuki
テキスト注釈
　水質汚濁防止法(昭45法138)において、公共用水域とは河川、湖沼、港湾、海岸、海域その他公共の用に供される水域及びこれに接続する公共溝渠、かんがい用水路その他公共の用に供される水路（終末処理場を設置する公共水道及び流域下水道（その流域下水道に接続する公共下水道を含む）を除く）をいうと定義されている。水質汚濁に係る環境基準は公共用水域を対象とするものであり、水質汚濁防止法に基づき、工場及び事業場から公共用水域に排出される水については排水基準が適用される。


t

15(2003) 132,461 117,764

14(2002) 133,114 116,386

13(2001) 146,967 120,888

12(2000) 145,193 117,953

11(1999) 157,904 109,512

10(1998) 144,255 98,120 I

7(1995) 135,408 92,448

2(1990) 103,375 76,946 ’ 1980 1985 1990 1995 | 2000 | 2001 | 2002 2003

60(1985) 80,339 57,593

55(1980) 67,039 50,240 16(200 )
HHRE

15(2003) 4 1 342 1 6.63
1
(ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) ()
15(2003) 342 193.31| 26.99| 24.50| 16.50| 30.90| 54.80| 39.62 6.63
14(2002) 335| 193.18| 26.86| 24.50| 16.50| 30.90| 54.80| 39.62 6.62
13(2001) 333| 192.84| 26.77| 24.50| 16.50| 30.90| 54.80| 39.37 6.58
12(2000) 328 | 187.98 | 26.37| 24.50| 12.04| 30.90| 54.80| 39.37 6.38
11(1999) 319 | 184.38| 28.08| 24.50 9.62| 30.90| 54.80| 36.48 6.25
10(1998) 305| 179.92| 25.65| 25.60 6.96| 30.90| 54.80| 36.01 6.12
7(1995) 257 | 163.02| 23.62| 23.00 0.00| 30.90| 54.80| 30.70 5.74
2(1990) 222 | 159.04 | 21.19| 22.60 0.00| 30.90| 54.80| 29.55 5.87
60(1985) 181 | 148.16 | 17.20| 21.30 0.00| 27.70| 54.80| 27.16 5.63
55(1980) 122 | 112.40| 15.00| 15.70 3.30 1.20| 54.80| 22.40 4.40
15(2003)
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3218 & H)
(€))
JR
14(2002) 51,721 | 6,353 | 18,931 | 11,198 | 6,369 4,067 | 4,803
13(2001) 52,643 | 6,536 | 19,261 | 11,347 | 6,464 4,140 | 4,896
12(2000) 53,408 | 6,623 | 19,522 | 11,502 | 6,541 4,221 | 5,000
11(1999) 54,072 | 6,674 | 19,788 | 11,627 | 6,543 4,350 | 5,090
10(1998) 55,030 | 6,818 | 20,273 | 11,889 | 6,386 4,460 | 5,204
9(1997) 56,012 | 6,987 | 21,125 | 12,175 | 5,916 4,507 | 5,302
8(1996) 56,518 | 7,218 | 21,530 | 12,685 | 5,158 4,582 | 5,344
7(1995) 56,992 | 7,066 | 22,285 | 12,675 | 4,998 4,586 | 5,382
2(1990) 47,717 | 7,283 | 16,773 | 10,766 | 4,555 3,817 | 4,523
60(1985) 44,597 | 7,455 | 15,441 9,808 | 4,425 3,363 | 4,105
55(1980) 40,542 | 6,956 | 17,064 9,376 | 3,956 3,190
15(2003) IR
©))
250 175
( )
11(1999) 10,872 69,284 23,789 10,194
9(1997) 11,585 73,994 23,277 10,951
6(1994) 10,074 65,802 19,714 10,730
2(1990) 9,598 64,748 18,955 9,232
63(1988) 9,716 53,010 17,375 8,276
60(1985) 10,116 43,263 16,808 9,598
58(1983) 10, 450 46,400 16,420 9,568
15(2003)

AM7:00 PM7:00
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14(2002) 557,972 | 1,009,424 81,058
13(2001) 543,225 | 1,039,642 72,545 o
12(2000) 544,118 | 1,076,849 75,261 e
11(1999) 535,558 | 1,092,302 73,045 00
10(1998) 524,017 | 1,101,203 72,258
9(1997) 498,444 | 1,074,770 67,333
8(1996) 496,464 | 1,034,905 62,747
7(1995) 488,435 | 1,018,838 58,489
2(1990) 373,865 921,192 48,074
60(1985) 277,790 700,127 24,198
55(1980) 220,331 531,048 19,496

15(2003)
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shiotuki
テキスト注釈
　誰からも嫌われる悪い臭いのこと。主として不快感などの感覚的影響が中心であり生活環境に影響を及ぼすものとして、「環境基本法」(平5法91)に基づいて典型7公害の一つに指定され、「悪臭防止法」(昭46法91)に基づき規制が行われている。

shiotuki
テキスト注釈
　調理、洗濯、入浴など人間の日常生活に伴い公共用水域に排出されるもので、工場などから排出される産業排水と区別されている。これら人間活動に伴い排出される有機物質、窒素、燐を多く含む排水が河川、湖沼、海洋に流入すると、その水系の自然浄化能力を越え海域が富栄養化となる。このためアオコや赤潮が発生し、また水中酸素濃度が減少し魚類や藻類を死滅させたりする。「水質汚濁防止法」(昭45法139)によりこれまで工場排水などの規制、取締りを続けた結果、産業排水については改善されつつある。しかし生活排水については対策が進まず、特に湖沼、湾など閉鎖系水域の水質汚染がひどいため、平成2年水質汚濁防止法を改正し、生活排水対策の総合的推進に関し規定を設けた。これにより下水道の整備、し尿と台所等の雑排水を一緒に処理する合併浄化槽など地域に応じた施設の改善、普及が進められている。


5(1993)

12(2000) 13(2001)

3(1991) 11(1999)
11(1999) 6

12(2000) 2

13(2001) 3 15014001 3

15(2003) 2

2 RIBITEHE

2-1
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shiotuki
テキスト注釈
　地球上のオゾン（O3）の大部分は成層圏に存在し、オゾン層と呼ばれている。オゾン層は太陽光に含まれる有害な紫外線の大部分を吸収し地球上の生物を守っている。このオゾン層が近年フッ素化合物などの人工化学物質によって破壊されていることが明らかになってきた。フッ素化合物（総称フロン）は冷蔵庫、エアコンの冷媒、電子部品製造時の洗浄剤、スプレーの噴射剤に使用されてきたが、使用後大気中に放出されると、対流圏では分解されず、成層圏に到達し、太陽光により分解されるが、その際に生ずる塩素原子がオゾンを破壊する。フロンと同様にオゾンを破壊するものに消火剤用ハロン、洗剤用トリクロロエタン、それに四塩化炭素などがある。オゾン層の破壊により増加する紫外線はUV-B（280～320nm）である。この紫外線のエネルギー量は少ないが、人間の健康に大きな悪影響を及ぼす。例えば白内障、皮膚ガンの増加、皮膚免疫機能の低下などである。植物に対しても成長阻害、葉の色素の形成阻害が起きる。オゾン層の保護の国際的対策として1985年ウィーン条約が制定され、具体的な規制を盛り込んだ「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」が1987年に採択された。こうした国際的約束を受けて我が国としてオゾン層保護対策を進めるため、1988年に「特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律」が制定された。

shiotuki
テキスト注釈
　地球の温度は、太陽から流れ込む日射エネルギーと、地球自体が宇宙に向けて出す熱放射とのバランスによって定まる。太陽から流入する日射については、ほとんどが可視光であり、大気を素通りして地表面で吸収される。可視光を吸収して加熱された地表面は赤外線の熱放射をするが、大気中には赤外線を吸収する「温室効果ガス」と言われるガスがあり、地表面からの熱をいったん吸収してしまう。温室効果ガスを含む大気によって吸収された熱の一部は地表面に下向きに放射され、一部は大気上層に上向きに放射される。このように日射に加えて大気からの下向きの放射による加熱があるため、地表面はより高い温度となる。この効果を「温室効果」という。現在、温室効果ガスの大気中の濃度が人間活動により上昇し、「温室効果」が加速され地表面の温度が上がっており、これが地球の温暖化の問題である。温室効果ガスには様々なものがあるが二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素、ハイドロフルオロカーボン（HFC）、クロロフルオロカーボン(CFC)六ふっ化硫黄（SF6）の6つの物質が代表的である。温室効果ガスによる地球温暖化を防止するため、我が国は1989年に地球温暖化防止行動計画を定めており、1992年には気候変動枠組み条約が採択され、1997年には、同条約の第3回締結国会議（COP3）が京都で開催され、先進国の温室効果ガスの削減についての数値目標を定めた京都議定書が採択された。

shiotuki
テキスト注釈
　わが国では、昭和42(1967)年に公布された公害対策基本法により、排出規制を中心とした公害対策が実施されてきたが、地球規模的な環境汚染や破壊が問題となってきた現代では、公害対策基本法では適切な対策を実施することができなくなってきた。そのため、環境問題を地球規模的、総合的にとらえ、社会システムやライフスタイルを変革していくための新しい政策手法を盛り込み、国際的な取り組みや環境教育といったものを取り入れた法制度が必要となってきた。そこで、地球規模的な環境施策への転換と、平成4(1992)年6月にブラジルで開催された地球サミットの成果と合意の実践のために、環境基本法が平成5(1993)年11月12日に成立､同11月19日に公布、施行された。


shiotuki
テキスト注釈
　大量消費・大量廃棄型の社会に代わるものとして、廃棄より再使用・再生利用を第一に考え、新たな資源の投入を出来るだけ抑えることや、自然生態系に戻す排出物の量を最小限とし、その質を環境を攪乱しないものとする循環型社会の形成が必要であると環境庁検討会による報告書(平成3年)で提言している。このような循環型社会づくりは環境保全型の社会づくりの重要な柱のひとつであり、使えるものは再度使うこと、原料として再生できるものは原料に戻すことが当然のこととして行われる社会へ変えていく必要がある。

shiotuki
テキスト注釈
　現代の産業化社会における多量の石炭や石油などの消費により、二酸化炭素、メタン、フロン、亜酸化窒素などの温室効果ガスの排出量の大量の増加を招き、地球の温暖化が促進されてきた。現在の大気は、産業革命前と比べ2割以上多くの二酸化炭素を含むようになっている。こうした傾向が今後とも進んでいき、また、二酸化炭素以外の温室効果ガスも現在の勢いで増えていくとすると、21世紀末までには、地表の平均気温は1.4～5.8℃も増加し、また、海面水位は9～88cm の上昇が予測されている。地球温暖化の被害が顕在化し取返しのつかない事態が生じないよう、平成2(1990)年に地球温暖化防止行動計画を決定し、各種の対策を推進している。また、平成4(1992)年には気候変動枠組み条約が採択された。
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shiotuki
テキスト注釈
　おだやか、静か、豊か、ゆるやか、水の波の立たぬことや人柄の奥ゆかしい姿などをさすことば。
　源氏物語（若紫）には、「近き所には、播磨の明石の浦こそ、なほ、殊に侍たれ。なにの、いたり深き隅はなけれど、ただ、海の面を見渡したるほどなむ、あやしく、こと所に似ず、ゆほびかなる所に侍る。」と記されている。現代語に訳せば「近いところでは、播磨の明石の浦が、やはり格別でございます。どうという趣が深いという訳ではないけれど、まさしく、海面をずっと見渡した風景は,不思議に、他と違って、ゆったりした所でございます。」となる。
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shiotuki
テキスト注釈
　大気中の窒素酸化物、炭化水素等が強い紫外線により光化学反応を起こすことによって生成される酸化性物質の総称で、その大部分はオゾンである。オキシダントは目や喉を刺激し、頭痛を起こしたり、植物の葉を白く枯らせたりする。


shiotuki
テキスト注釈
　自動車及び工場から排出される窒素酸化物や炭化水素は太陽からの強い紫外線を受け光化学反応を起こし、オゾン、パーオキシアセチルナイトレート、アルデヒドなどオキシダント（酸化力の強い物質の総称）を二次的に生成する。これらの物質から出来たスモッグを光化学スモッグという。光化学スモッグの発生は気温、風速、日射量などの気象条件の影響を大きく受ける。日差しが強く、気温が高く、風の弱い日の日中に発生し易い。
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shiotuki
テキスト注釈
　その影響は急性で、一酸化炭素は血中のヘモグロビンと簡単に結合し、血液の酸素輸送を阻害し、細胞での酸素利用を低下させる。頭痛、耳鳴り、吐き気等が出現し、濃度が高いと生命が危険となる。このため環境基準が設定され、「大気汚染防止法」(昭43法97)に基づき自動車排出ガスの中の一酸化炭素の排出量について許容限度を定め、規制を行っている。

shiotuki
テキスト注釈
　大気中の窒素酸化物、炭化水素等が強い紫外線により光化学反応を起こすことによって生成される酸化性物質の総称で、その大部分はオゾンである。オキシダントは目や喉を刺激し、頭痛を起こしたり、植物の葉を白く枯らせたりする。

shiotuki
テキスト注釈
　環境ホルモン（外因性内分泌攪乱化学物質）とは、“動物の生体内に取り込まれた場合に、本来、その生体内で営まれている正常なホルモン作用に影響を与える外因性の物質”を意味する。近年、内分泌学を始めとする医学、野生動物に関する科学、環境科学等の研究者・専門家によって、環境中に存在するいくつかの化学物質が、動物の体内のホルモン作用を攪乱することを通じて、生殖機能を阻害したり、悪性腫瘍を引き起こすなどの悪影響を及ぼしている可能性があるとの指摘がなされている。これが『外因性内分泌攪乱化学物質問題』と呼ばれており、環境保全行政上の新たで重要な課題の一つである。

shiotuki
テキスト注釈
　ポリ塩化ジベンゾパラダイオキシンとポリ塩化ジベンゾフラン、コプラナーPCBの総称である｡PCBと同じく塩素のつく位置や数により、多くの種類があり、種類によって毒性が異なる。特にダイオキシンの一種である2,3,7,8－テトラクロロジベンゾパラダイオキシン（2,3,7,8－TCDD）は動物実験でごく微量でもがんや胎児に奇形を生じさせるような性質を持っている。ダイオキシン類はこれまで意図して製造や使用されたことはないが、他の化学物質の製造や燃焼などにともなって気がつかないうちに発生する。ダイオキシンが一般に注目され出したのは、ベトナム戦争の時に使用された枯葉剤に微量含まれていたために、その後多くの奇形児が生まれる原因になったと考えられたときである。その後ゴミ焼却炉の焼却灰の中から検出され問題となった。現在、ゴミ焼却場についてはダイオキシンの発生を防止するための施設や設備の構造、焼却条件についてのガイドラインが示され、また、製紙・パルプ工場に対してはダイオキシンの発生の原因となる塩素の使用量をできるだけ少なくするよう指導が行われている。


shiotuki
テキスト注釈
　物が燃える際に空気中の窒素が酸素と結合して窒素酸化物（NOx）が必ず発生する。発電所や工場のボイラー、および自動車ｴﾝｼﾞﾝなど高温燃焼の際に一酸化窒素(NO)が発生し､これはまた酸化されて安定な二酸化窒素(NO2)となり大気中に排出される｡通常､この一酸化窒素(NO)と二酸化窒素(NO2)とを合わせて窒素酸化物(NOx)と呼ぶ。窒素酸化物は人の健康に影響を与える。また窒素酸化物は紫外線により光化学反応を起こし、オゾンなど光化学オキシダントを生成する。窒素酸化物による大気汚染を防止するため、大気汚染防止法等により対策が進められている。 

shiotuki
テキスト注釈
　有機塩素系溶剤の一つであり、無色透明、エーテルのような芳香のある比重の大きな不燃性の液体。金属の脱脂洗浄、ドライクリーニング、乾燥剤、溶剤等に使用されていた。中毒症状としては、めまい、頭痛、黄痘、肝機能障害などがある。その汎用性により、近年、土壌や地下水への汚染が起こり、井戸水に検出されることがある。
別名：パークレン：CCl2=CCl2


shiotuki
テキスト注釈
　有機塩素系溶剤の一つであり、無色透明、エーテルまたはクロロホルム臭のある不燃性の液体です。金属の脱脂洗浄、ドライクリーニング、消化剤成分等に広く使用されています。非常に高濃度を暴露の場合には麻酔作用があり、低濃度の場合には酩酊作用があります。これらの場合、一般に後遺症は少ないとされ、肝臓や腎臓への毒性は低いとされていますが、神経障害や肝・腎臓障害を起こした例もあります。
別名：トリクレン：CHCl=CCl2


shiotuki
テキスト注釈
　大気中の粒子状物質のうち、粒径10マイクロメーター以下のものをいう。人の気道や肺胞に沈着し、呼吸器疾患の増加を引き起こすおそれがあるため、環境基準が設定されている。工場等の事業活動や自動車の走行に伴い発生するほか、風による巻き上げ等の自然現象によるものもある。

shiotuki
テキスト注釈
　無色の液体で特有の臭いがある。合成洗剤、医薬品、合成繊維、農薬などのあらゆる有機化合物の原料として利用されている。低濃度の暴露による主な障害は、骨髄における造血機能障害であり、貧血、倦怠感、化膿傾向、歯根出血などが起こる。高濃度の暴露時には、麻酔作用がある。
別名：ベンゾール：C6H6
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kankyo-3
テキスト注釈
 硫黄の酸化物の総称で､SOxと略称される｡二酸化硫黄(SO2)の他､三酸化硫黄(SO3)､硫酸ミスト(H2SO4)などが含まれる｡工場や火力発電所で石炭､重油を燃焼する際､その燃料中に存在する硫黄分が硫黄酸化物となり排出ガス中に含まれ大気汚染の原因となる｡このため｢環境基本法｣(平5法91)に基づき､二酸化硫黄について環境基準が定められている｡また､｢大気汚染防止法｣(昭43法97)では硫黄酸化物排出基準を定め､更に総量規制も実施している｡
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shiotuki
テキスト注釈
　大気中の窒素酸化物、炭化水素等が強い紫外線により光化学反応を起こすことによって生成される酸化性物質の総称で、その大部分はオゾンである。オキシダントは目や喉を刺激し、頭痛を起こしたり、植物の葉を白く枯らせたりする。

shiotuki
テキスト注釈
　自動車及び工場から排出される窒素酸化物や炭化水素は太陽からの強い紫外線を受け光化学反応を起こし、オゾン、パーオキシアセチルナイトレート、アルデヒドなどオキシダント（酸化力の強い物質の総称）を二次的に生成する。これらの物質から出来たスモッグを光化学スモッグという。光化学スモッグの発生は気温、風速、日射量などの気象条件の影響を大きく受ける。日差しが強く、気温が高く、風の弱い日の日中に発生し易い。
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mg/m? 0.0006 0.2
mg/m? 0.00016 0.2
mg/m? 0.001 0.003
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shiotuki
テキスト注釈
　無色の液体で、甘味臭を持つ。塩化ビニルの製造原料として用いられる。高濃度暴露では、眼・鼻・喉の刺激、精神錯乱、めまい、嘔吐、肝・腎・副腎障害を起こす。
別名：塩化エチレン、ニ塩化エチレン：CH2ClCH2Cl


shiotuki
テキスト注釈
　石綿とも言われ、天然に産する繊維状鉱石で、主成分は珪酸マグネシウム塩である。石綿は耐熱性等にすぐれているため多くの製品に使用されているが、発がん性などの健康影響を有するため、「労働安全衛生法」(昭47法57)では特定化学物質に指定されており、吹付け作業の禁止、作業所の排気装置の設置等が定められている。また、「大気汚染防止法」(昭43法97)では特定粉じんに指定され、発生施設に対して規制基準が定められ、基準の厳守、設置届出、測定が義務づけられている。また、バーゼル条約ではアスベストは有害廃棄物に指定され、各国間の越境移動が禁止されている。


shiotuki
テキスト注釈
　無色の液体で、エーテルのような臭いがある。溶剤として用いられるほか、セルロース、樹脂や油脂のゴム構造に用いられる。暴露すると麻酔作用があり、酩酊状態になるほか、暴露が強くなると、めまい、嘔吐、知覚障害、昏睡をきたし、さらに高濃度で意識を喪失し死に至たる。
別名：塩化メチレン、ニ塩化メチレン：CH2Cl2


shiotuki
テキスト注釈
　常温で唯一の液体金属で、室温で容易に蒸発し、毒性を発揮する。水銀の用途は、各種触媒や医薬品用が主体で、この他に各種計器や電気器具等に用いられている。水銀は神経系を侵し、手足の震えを起こしたり、言語障害、食欲不振、聴力、視力の減退を引き起こす。これが金属水銀によるものである場合には、蓄積性も乏しく、症状もひどくなければ一過性で、全治しやすいとされているが、有機物と化合してできる有機水銀、中でもアルキル水銀（メチル水銀、エチル水銀等）による場合には、特異な猛毒を示すため、いったん発症すると、重症の神経症状として現れる。水俣湾沿岸および阿賀野川流域で発生した有機水銀中毒（水俣病）の原因は、アルキル水銀の一種のメチル水銀であった。


shiotuki
テキスト注釈
　銅、鉛、亜鉛等の精錬の際、副産物として出る。常温では安定であるが、加熱すると多くの金属と反応してヒ素化合物を作る。ヒ素およびヒ素化合物は強い毒性を持ち、殺虫、駆虫剤等に用いられる。ヒ素を大量に摂取すると、嘔吐、下痢、脱水症状等の急性中毒を起こす。致死量は約0.12gですが、0.02gでも危険なことがある。少量ずつ長期にわたって摂取すると手や足での知覚があらわれ、皮膚は青銅色となり浮腫を生じ、手のひらや足の裏は角化する。慢性中毒量は、経口で0.2～0.4mg/ｌ程度。


shiotuki
テキスト注釈
　最も分子量の小さい炭化水素。無色無臭で引火性のある気体であるが、通常、人の健康には有害でない。メタンには、湿原や湖沼などの自然発生源と天然ガスの漏出や家畜・水田・廃棄物埋立地等の人為的発生源があり、その温室効果は二酸化炭素の約21倍(100年単位で見た場合)あると考えられている｡大気中のメタンの濃度は､過去3000年間の古大気の分析では250年前まではほぼ一定であり､この200年の間に2倍以上に増加したと推測されている。また、シベリア上空でメタンが高濃度で観測されており、地球レベルでシベリアの湿原がメタンの大規模な発生源となっていることが確認されている。


shiotuki
テキスト注釈
　ホルムアルデヒドはシックハウスの原因とされる揮発性有害物質で、無色で強い剌激臭のある物質。合板やパ－ティクルボードなどの建材や壁紙を張る際の接着剤などによく含まれている。ホルムアルデヒドの健康への被害については、急性の影響では目がチカチカしたり喉がいたくなるといった症状のほか、高濃度での呼吸困難等がある。


shiotuki
テキスト注釈
　毒性等価換算濃度のことで、ダイオキシン類の濃度について用いられる単位。一般には複雑な同族体等の混合物であり、その混合物のうち、最強の毒性を有する2,3,7,8-テトラクロロジベンゾダイオキシン（TCDD）の毒性等量（TEQ）として表す。これは、2,3,7,8-テトラクロロジベンゾダイオキシン（TCDD）の毒性を1としたときの他のダイオキシン類の毒性を毒性等価係数（TEF）で示し、これを用いて汚染物質の毒性の総量を2,3,7,8-テトラクロロジベンゾダイオキシン（TCDD）に換算して表したもの。
例　環境大気では、pg-TEQ／m3
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shiotuki
テキスト注釈
　水素イオン濃度指数のことで、ペーハーという。
　水質の酸性またはアルカリ性の程度を示す指標で、pH7が中性で、それ以下は酸性、それ以上はアルカリ性を示す。自然水のpHは6.5～8.5の範囲にある。水質の酸性・アルカリ性は、基本的に水素イオンの濃度によって決まるが、中性＝10－7の水素イオン（mol/ｌ）等と表現していたのではとても不便なので、水素イオン濃度をわかりやすい指標として表現するするために、10-7の右肩の数字を酸性・アルカリ性を表す指標として用いることとした（この場合は、右肩の数字は7で、pH7つまり中性である）。


shiotuki
テキスト注釈
　化石燃料などの燃焼で生じる硫黄酸化物や窒素酸化物などが大気中に取り込まれて生じる酸性の降下物で、通常ｐＨ（水素イオン濃度指数）5.6以下の雨をいう。欧米では、湖沼や森林などの生態系に深刻な影響を与え、国境を越えた国際問題となっている。日本では、環境庁による第一次酸性雨対策調査（1981－87）、第二次酸性雨対策調査（1988－92）を実施し、第一次調査のモニタリングで、全国的に年平均値でｐＨ4台の降水及び欧米なみかそれ以上の酸性降下物量が観測された。生態系への影響は顕在化していなかったが、影響を受けやすい湖沼や土壌の存在が確認され、今後も現在のような酸性雨が降り続くとすれば将来影響が現れる可能性が懸念される。

shiotuki
テキスト注釈
　水質汚濁防止法(昭45法138)において、公共用水域とは河川、湖沼、港湾、海岸、海域その他公共の用に供される水域及びこれに接続する公共溝渠、かんがい用水路その他公共の用に供される水路（終末処理場を設置する公共水道及び流域下水道（その流域下水道に接続する公共下水道を含む）を除く）をいうと定義されている。水質汚濁に係る環境基準は公共用水域を対象とするものであり、水質汚濁防止法に基づき、工場及び事業場から公共用水域に排出される水については排水基準が適用される。

shiotuki
テキスト注釈
　調理、洗濯、入浴など人間の日常生活に伴い公共用水域に排出されるもので、工場などから排出される産業排水と区別されている。これら人間活動に伴い排出される有機物質、窒素、燐を多く含む排水が河川、湖沼、海洋に流入すると、その水系の自然浄化能力を越え海域が富栄養化となる。このためアオコや赤潮が発生し、また水中酸素濃度が減少し魚類や藻類を死滅させたりする。「水質汚濁防止法」(昭45法139)によりこれまで工場排水などの規制、取締りを続けた結果、産業排水については改善されつつある。しかし生活排水については対策が進まず、特に湖沼、湾など閉鎖系水域の水質汚染がひどいため、平成2年水質汚濁防止法を改正し、生活排水対策の総合的推進に関し規定を設けた。これにより下水道の整備、し尿と台所等の雑排水を一緒に処理する合併浄化槽など地域に応じた施設の改善、普及が進められている。 


shiotuki
テキスト注釈
　外部との水の交換が少ない湖沼、内湾、内海などを閉鎖性水域という。閉鎖性水域では流入してくる汚濁負荷が、外部へ流出しにくいため、同水域内に蓄積する。大都市や工業地帯に面している閉鎖性水域では水質汚濁が著しく、富栄養化も進行している。外洋との海水交換が悪く、周辺からの流入汚濁負荷が大きい東京湾、伊勢湾、瀬戸内海などでは赤潮が発生したり、都市化が進んだ地域の霞ヶ浦、諏訪湖、手賀沼などの湖沼ではアオコが発生している。このため「水質汚濁防止法」(昭45法138)、「湖沼水質保全特別措置法」(昭59法61)、「瀬戸内海環境保全特別措置法」(昭48法110)等に基づき、対策が進められている。
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kankyo-3
テキスト注釈
 生物化学的酸素要求量のこと。
水中の有機物が微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素の量で、河川の有機汚濁を測る代表的な指標。水質汚濁に係る環境基準の中では河川の利用目的に応じてBOD値が決められている。水質汚濁防止法(昭45法138)に基づく排水基準では、排出水についてBOD値が決められている。なお、BODは生物によって代謝されやすい有機物を表現しているのであって、代謝されにくい物質については正確でない。また排水中に生物に対して有毒な物質が含まれていると、生物の活性を低下させるため、実際よりも低い値となる。また、アンモニア、亜硝酸のような無機物質による酸素消費も長時間のBOD測定で検出されてくる。

kankyo-3
テキスト注釈
 「一級河川」と「二級河川」とは、河川法でいう法律で定められている名称であり、国土交通大臣が指定した河川を「一級河川」、都道府県知事が指定した河川を「二級河川」という。一級、二級と定めている基準としては、洪水などで私たちの生活に特に大きな影響を及ぼすことが想定され、国家的に管理すべきものを「一級河川」、それ以外の河川で、都道府県知事が管理すべきと判断したものを「二級河川」と定めている。
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shiotuki
テキスト注釈
　誰からも嫌われる悪い臭いのこと。主として不快感などの感覚的影響が中心であり生活環境に影響を及ぼすものとして、「環境基本法」(平5法91)に基づいて典型7公害の一つに指定され、「悪臭防止法」(昭46法91)に基づき規制が行われている。 
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6 CHODER

1 CHODBEI - BRI
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shiotuki
テキスト注釈
　生ごみなどから作った有機肥料のこと。藁や家畜糞尿を好気的に発酵させた堆肥などの有機肥料のことをいったが、現在では主に都市からの生ゴミや下水汚泥から作られる有機肥料のことを指す。　なお、家庭では、通常、生ごみを発酵菌とともにプラスチック製のコンポスターに入れ、時々、上下を切り返しながら発酵させて作る。コンポスト化により、資源リサイクルやごみの減量化が期待できる。
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shiotuki
テキスト注釈
　電動式生ごみ処理機とは、手軽に生ごみを処理できる装置で、微生物を利用して分解するタイプと、温風により生ごみを乾燥させ、減量・減容するタイプの2種類がある。また、ディスポーザー式とは、生ごみを粉砕し、浄化槽等を通さずに直接下水に流すタイプのもの。


http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/clean_cen/clean/index.html

)

11 12 13 14 15

(1999) (2000) (2001) (2002) (2003)

36,741 38,061 = 38,556 | 38,716 39,135

2,931 2,773 2,871 2,934 3,122

| 2,382 2,273 2,222 2,138 2,140

3,070 3,599 2,895 2,987 3,142

28,802 29,245 @ 29,241 | 28,938 28,989

2,032 1,575 1,503 1,440 1,523

, 1,677 1,653 1,580 1,524 1,485

«C 104 82 82 73 70

8,193 8,979 8,675 9,211 8,787

19,449 8,747 6,639 3,478 2,188

35,776 41,668 44,416 | 39,521 40,853

16,851 6,620 8,369 2,227 1,097

109,512 = 117,953 @ 120,888 | 116,386 | 117,764

41,263 19,715 | 19,382 10,079 7,930

, 4,163 4,008 3,884 3,735 3,695

3,070 3,599 2,895 2,987 3,142

158,008 = 145,275 = 147,049 | 133,187 | 132,531

€))
53(1975) 6
(1989)
12(2000) 6
t

15(2003) 109,590 3,625
14(2002) 108,509 3,662
13(2001) 107,928 3,802
12(2000) 109,390 3,926
11(1999) 108,354 4,059

- 44 -




3

©)

15(2003)
15(2003)

33,870kg
15(2003) 118 3,169 12
14(2002) 192 11,620 32
13(2001) 170 9,550 80
12(2000) 81 21,330 100
11(1999) 76 22,470 35
10(1998) 53 18,470 41
9(1997) 62 19,980 47
8(1996) 48 18,800 48
7(1995) 42 19,070 41
2(1990) 34 30,660 25
60(1985) 25 11,630 38

THIE (PN - RN S)
11(1999)
480t/ 92t/5h

- 45 -

8,000kw

(

)



13(2001)

3 14 15014001
(132,531)
l
(117,764) (14,767)
|
(12,298) (2,469)

C )

( 3,142) ( 5,461) ( 3,625) ( 70
C L | l |
(2,317)
(7,001) ( 1,300) ( 2,894) ( 1,103)
| l
248
486
(1,300) ¢ 68
(127,082) ( ) 73
I ) 20
208
(20,221)
|
(2,780) (17,441) (2,894) (2,469)

- 46 -




)
15(2003) 117,764 380 127,082 360 353 20,221 16
14(2002) 116,386 375 125,513 361 348 19,350 15
13(2001) 120,888 391 133,367 361 369 22,660 17
12(2000) 117,953 359 128,880 359 359 20,005 16
11(1999) 109,512 352 118,807 360 330 18,805 16
t
m® m® m® ()
15(2003) 5,363 17,441 21,676 1,500 23,176 90.5
14(2002) 7,384 16,563 22,763 1,600 24,363 88.5
13(2001) 15,696 19,887 33,824 1,800 35,624 86.5
12(2000) 17,187 18,571 33,970 3,000 36,970 83.5
11(1999) 38,156 17,561 58,656 5,000 63,656 80.4
11 12 13 14 15
(1999) (2000) (2001) (2002) (2003)
kg/m? 145 192 148 128 122
50.1 51.5 53.4 57.3 62.3
19.2 16.8 19.5 22.1 13.8
6.6 9.1 7.7 5.7 8.4
12.6 12.1 7.1 9.6 7.3
.0 .6 5.3 2.2 3.8
2.5 6.9 7.0 3.1 4.4
44.3 43.5 40.4 36.4 42.0
9.6 8.0 8. 7.9 6.5
46.1 48.5 50.9 55.7 51.5
kcat/kg 1,812 1,930 2,058 2,297 2,161
11(1999) 6

47 -




- 48 -

11 12 13 14 15
(1999) (2000) (2001) (2002) (2003)
kg/ 97 140 125 178 179
5.3 2.0 0.9 0 4.1
2.3 1.4 .2 .5 1.0
3.4 .6 .5 .2 0
1.7 0.7 .1 .2 0.1
27.6 32.2 21.1 23.7 21.0
40.3 37.9 24.8 25.6 26.2
14.0 15.7 12.1 8.9 12.4
9.2 7 7.2 11.1 6.4
.5 -9 1.3 1.9 .8
19.0 18.4 36.6 30.6 25.2
1.8 10.8 2.5 8.0 20.5
12.2 12.6 15.5 10.2 8.4
1.7 2.3 1.7 1.7 .5
11(1999) 6
15(2003) 0.0002ng-TEQ/Nm?
14(2002) 0.0009ng-TEQ/Nm*
13(2001) 0.007 ng-TEQ/Nm*
12(2000) 0.033 ng-TEQ/Nm?
11(1999) 0.01 ng-TEQ/Nm?
10(1998) 0.027 ng-TEQ/Nm?
9(1997) 1.8 ng-TEQ/Nm®
3
14 11 30 80 ng-TEQ/Nm®
14 12 1 1 ng-TEQ/Nm?
1 1ng 10 19
2 9(1997) 1
0.5ng-TEQ/Nm?®
3 11(1999) 7 H12.1.15 PCB




£4

RIEODFRERUVEILEICET MR DRI



B4E REORERUVEIEICET 5EROERRIAN

12(2000) 2
22(2010) 11
15(2003)
>
(@)
>
15(2003) NPO

NPO NGO

EE§$ 16(2004)

| RIRICET 2 - BREHRIAGTTADL B,
BENGRIBITENICORIF TV ES
1 RBHE  -BREDZESNICHELTT

13 14 15
@)
(@)
® o NPO
) o o o
®)
©) o o

- 50 -



@

00

13(2001)

19/28 H13

9/13 H13

11

16(2004)

- 24/28 H14 - 24/28 H15

-9/13 H14 - 6/13 H15

7 H13 13 H14 14 H15
H13 11 H14 11 H15
8 H13 14 H14 19 H15

3

2
15014001
o 3 121 5
o 3 97

- 51 -



shiotuki
テキスト注釈
　現在、地球温暖化問題をはじめとして、さまざまな地球的規模の環境問題（酸性雨、オゾン層の破壊、熱帯林の減少、砂漠化等）が問題になってきています。
　明石市では、市民一人ひとりが、このような問題に対する意識を高めるために、環境問題に関心のあるグループの環境学習を支援する制度を設けています。これは、環境問題に関心のあるグ
ループの活動を支援するために、職員を講師として派遣して講演や環境ゲームの実施、ビデオや騒音計などの学習資材の貸出しを行う制度です。
　支援メニューとしては、①講演（地球温暖化問題、酸性雨問題、オゾン層の破壊、生活騒音についての解説、生活排水対策等）、②環境ゲーム、③環境の調査と実験（水生生物調査、アメニ
ティマップ、空気の汚れを調べてみよう、身のまわりの水を調べてみよう、環境家計簿）、④環境教育ビデオの貸出し、⑤測定機械の貸出し等を用意しています。
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shiotuki
テキスト注釈
　　NPOとはNon-Profit-Organization(非営利団体、民間非営利団体)の略。市民運動やボランティア活動などをする人々が結成する組織。
　NGO（Non-Governmental-Organization(非政府系組織)の略。）とは、政府と違い市民の立場から、主に国際的な活動を行う非営利の民間団体のこと。


http://www.kankyoshimin.org/
shiotuki
テキスト注釈
　地球温暖化のような地球規模の問題から身近な廃棄物問題に至るまで、環境問題を解決してい
くためには、大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会からの転換が求められています。その
ためには、生活スタイルを「循環型」に指向しなければいけません。そこで、一人ひとりのレベ
ルでの環境行動の実践について市民と行政が共に考えることを目的として、環境家計簿への取り
組み・観察会・施設見学・ワークショップ等、年間を通して活動する環境実践モニターを平成
12(2000)年度から実施しています。


shiotuki
テキスト注釈
　環境問題に対する関心を深めるため、平成6(1994)年度より、市内の小学生を対象として、環境学習ツアーを実施しています。
　平成15(2003)年度は「明石川・水生生物調査」に22 名が、「樹木の働き調査」に15 名が参加し
ました。


shiotuki
テキスト注釈
　環境省と日本環境協会では、身近な方法により大気の観察活動を行うことを通じて、大気保全や環境保全の重要性について広く国民の関心を深めるために、「全国星空継続観察(スターウォッチング・ネットワーク)」を全国の自治体に呼びかけて実施しています。
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shiotuki
テキスト注釈
　誰からも嫌われる悪い臭いのこと。主として不快感などの感覚的影響が中心であり生活環境に影響を及ぼすものとして、「環境基本法」(平5法91)に基づいて典型7公害の一つに指定され、「悪臭防止法」(昭46法91)に基づき規制が行われている。
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shiotuki
テキスト注釈
　市民やNPOの協力を得て、自然環境や散在性ゴミの実態といった都市環境を調査し、その結果をもとに、環境についての情報が一目でわかるように作成した地図のことをいう。
　この調査活動を通じて、参加した市民が身近な環境を見つめ直し、地域環境への関心を高めるとともに、「環境マップ」により、地域の環境をより広範な人々に理解してもらうことを目的に実施するもの。
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http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/index.html
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http://www.heaa-salon.or.jp/ondancenter/suishinin.html
kankyo-3
テキスト注釈
　現代の産業化社会における多量の石炭や石油などの消費により、二酸化炭素、メタン、フロン、亜酸化窒素などの温室効果ガスの排出量の大量の増加を招き、地球の温暖化が促進されてきた。現在の大気は、産業革命前と比べ2割以上多くの二酸化炭素を含むようになっている。こうした傾向が今後とも進んでいき、また、二酸化炭素以外の温室効果ガスも現在の勢いで増えていくとすると、21世紀末までには、地表の平均気温は1.4～5.8℃も増加し、また、海面水位は9～88cm の上昇が予測されている。地球温暖化の被害が顕在化し取返しのつかない事態が生じないよう、平成2(1990)年に地球温暖化防止行動計画を決定し、各種の対策を推進している。また、平成4(1992)年には気候変動枠組み条約が採択された。
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shiotuki
テキスト注釈
　大量消費・大量廃棄型の社会に代わるものとして、廃棄より再使用・再生利用を第一に考え、新たな資源の投入を出来るだけ抑えることや、自然生態系に戻す排出物の量を最小限とし、その質を環境を攪乱しないものとする循環型社会の形成が必要であると環境庁検討会による報告書(平成3年)で提言している。このような循環型社会づくりは環境保全型の社会づくりの重要な柱のひとつであり、使えるものは再度使うこと、原料として再生できるものは原料に戻すことが当然のこととして行われる社会へ変えていく必要がある。

shiotuki
テキスト注釈
　日々の生活において環境に負荷を与える行動や環境によい影響を与える行動を記録し、必要に応じて点数化したり、収支決算のように一定期間の集計を行ったりするものである。家計簿で金銭を巡る家庭の活動を把握し記録するのと同じように、「環境家計簿」によって、金銭では表わせないものも含め、環境を巡る家庭の活動を把握しようとするものである。自分の生活を点検し、環境との関わりを再確認するための有効な試み。 


shiotuki
テキスト注釈
　開発事業などを始める前に、その事業が環境に与える影響を調査、評価し、その結果に基づいて事業の内容を見直したり、環境保全対策を立案したりする仕組みを言う。
米国の1969年国家環境政策法（NEPA）によって制度化されたのがその先鞭となった。先進国の集まりであるOECD(経済協力開発機構）でも、環境アセスメントの実施について勧告している。既に主な先進国では、国内で行われる主要な事業に関して環境アセスメントを行うよう法律などによって義務づけている。日本においても、1997年（平成9年）に環境影響評価法が制定された。
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http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/doghungai.pdf
shiotuki
テキスト注釈
　健康保護と生活環境の保全の上で維持されることが望ましい基準として、物質の濃度や音の大きさというような数値で定められるもの。この基準は、公害対策を進めていく上での行政上の目標として定められるもので、ここまでは汚染してもよいとか、これを超えると直ちに被害が生じるといった意味で定められるものではない。典型7公害のうち、振動、悪臭及び地盤沈下については、現在の科学的・技術的水準では定量的な測定方法がなかったり、これらが人の健康や生活環境に与える影響が定量的に把握できないなどの理由で、環境基準を設定することが難しいため、これら3つを除いた大気汚染（二酸化窒素の大気中の濃度の基準など）、水質汚濁（カドミウムの水中の濃度の基準など）、土壌汚染（水質環境基準が定められている項目についての基準値）及び騒音（住居用地域の時間帯ごとの音の大きさの基準など）の4つについて環境基準が定められている。
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http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/clean_cen/clean/index.html
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http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/index.html
kankyo-3
テキスト注釈
　グリーン購入とは、商品やサービスを購入する際に必要性をよく考え、価格や品質だけでなく、環境への負荷ができるだけ小さいものを優先的に購入するこという。
グリーン購入ネットワーク（GPN）は、わが国におけるグリーン購入（環境への負荷が少ない商品やサービスを優先して購入すること）の取り組みを促進するために、平成8(1996)年2月に設立された企業・行政・消費者による緩やかなネットワークである。
　GPNでは、環境負荷の少ない商品やサービスの市場形成を促し、持続可能な社会経済の構築に寄与することを目的として、グリーン購入にあたっての基本原則、ガイドラインの策定、シンポジウムや研究会の開催などの活動を通じてグリーン購入に関する啓発及び情報の収集、発信を行っている。 
(URL) http://eco.goo.ne.jp/gpn/


shiotuki
テキスト注釈
　生ごみなどから作った有機肥料のこと。藁や家畜糞尿を好気的に発酵させた堆肥などの有機肥料のことをいったが、現在では主に都市からの生ゴミや下水汚泥から作られる有機肥料のことを指す。　なお、家庭では、通常、生ごみを発酵菌とともにプラスチック製のコンポスターに入れ、時々、上下を切り返しながら発酵させて作る。コンポスト化により、資源リサイクルやごみの減量化が期待できる。
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kankyo-3
テキスト注釈
　関西広域連携協議会による、オフィス等の適正冷房の徹底による省エネルギーの一層の推進を通じて地球温暖化防止を図るもの。
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kankyo-3
テキスト注釈
　自動車を運転するときに急発進や急加速をすると燃料の無駄使いになるだけでなく、排気ガスによる大気汚染にもつながる。また、タイヤには適正な空気圧で走行することにより燃料を節約することができる。このような環境に優しい運転方法をエコドライブという。

kankyo-3
テキスト注釈
　従来のガソリン車やディーゼル車に比べて、排気ガスやCO2の排出量が大幅に少ない電気自動車、メタノール自動車、天然ガス自動車、ディーゼル・電気ハイブリッド自動車、低燃費かつ低排出ガス認定車などをいう。低公害車普及は、地球温暖化対策や、大都市の大気汚染の改善のための抜本的な対策の一つとして期待されており、海外の動向ともあいまって今後の技術開発、制度面の整備が急速に進み、普及が拡大を目指している。



(6)

16(2004) 4 1

o 8,460,450
o 29,400

Il Z2HRGEARRES=ZHFRE - @EL.
WEYESIBREVDHRERREZENETSES
7 EZRLGEAREORE - AEICRYEIFET

13 14 15

@

)

(€)) o o o

“)

® o NPO

(6)

€Y

- 64 -


kankyo-3
テキスト注釈
　地球上のオゾン（O3）の大部分は成層圏に存在し、オゾン層と呼ばれている。オゾン層は太陽光に含まれる有害な紫外線の大部分を吸収し地球上の生物を守っている。このオゾン層が近年フッ素化合物などの人工化学物質によって破壊されていることが明らかになってきた。フッ素化合物（総称フロン）は冷蔵庫、エアコンの冷媒、電子部品製造時の洗浄剤、スプレーの噴射剤に使用されてきたが、使用後大気中に放出されると、対流圏では分解されず、成層圏に到達し、太陽光により分解されるが、その際に生ずる塩素原子がオゾンを破壊する。フロンと同様にオゾンを破壊するものに消火剤用ハロン、洗剤用トリクロロエタン、それに四塩化炭素などがある。オゾン層の破壊により増加する紫外線はUV-B（280～320nm）である。この紫外線のエネルギー量は少ないが、人間の健康に大きな悪影響を及ぼす。例えば白内障、皮膚ガンの増加、皮膚免疫機能の低下などである。植物に対しても成長阻害、葉の色素の形成阻害が起きる。オゾン層の保護の国際的対策として1985年ウィーン条約が制定され、具体的な規制を盛り込んだ「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」が1987年に採択された。こうした国際的約束を受けて我が国としてオゾン層保護対策を進めるため、1988年に「特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律」が制定された。 


kankyo-3
テキスト注釈
　フロンは最初、冷蔵庫の冷却ガスとして1928年にアメリカで発明され、優れた物性を持っているために様々な種類のものが開発された。フロンには次のような性質がある。
①無色透明・無臭、②毒性がほとんどない、③引火爆発しない、④熱に対して安定で、容易に分解しない、　⑤化学的に不活性で、機械油等とは反応せず、腐食性もない、⑥熱伝導性が低く、断熱性に優れている。
以上のような性質を利用して、建築用の断熱材・ウレタンフォーム・食品包装用トレイ等の製造時の発泡剤、冷蔵庫・エアコンの冷却剤、スプレーの噴射剤、IC等の電子部品の洗浄剤等、幅広く使用されてきた。このようにフロンは産業活動や日常生活にとって、非常に便利な物質であったが、地球のオゾン層を破壊することが判明したために、国連環境計画を中心として国際的な対策の取り組みが行われるようになり、現在ではフロンおよびそれ以外のオゾン層を破壊する化学物質を含めて、生産・消費がともに全廃されることが決まっている。
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kankyo-3
テキスト注釈
　ウミガメ、カブトガニ、野鳥等の生物の重要な生息、繁殖、採餌場所となっている等良好な自然環境を積極的に保全、回復する必要性の高い海岸において、生物の生息環境等を保全するための施設整備を進めるとともに、施設の配置や構造等に工夫を行うなど生態系等自然環境に配慮することにより、自然と共生する海岸の形成を図る事業。
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kankyo-3
テキスト注釈
　もともと、ビオト－プとは、「生物」を意味するBioと「場所」を意味するTopを合成したドイツ語で、特定の生物が生存できるような、特定の環境条件を備えた一定の空間を示す概念であるが、わが国においては、やや広い意味で野生生物が生息可能な生態系としての湖沼、湿地、草地、雑木林等を示すことが多い。本来、自然状態か否かは問わないものであるが、各種事業に際して、積極的に創出される野生生物の生息・生育環境を意味することも多い。環境汚染や土地開発により生物多様性がますます危機にさらされている今日、動植物の生命が生息する場所を保全したり、人為的に復元するビオト－プ創出の動きが高まってきている。 


http://www.mlit.go.jp/crd/city/sewerage/rocal.html
kankyo-3
テキスト注釈
　黄色蛍光灯や消費電力の少ない黄色発光ダイオードランプを点灯させる事により、特有の黄色の光が防虫効果を発揮し、その結果、農薬の使用回数・量を減らす事を可能にする。


kankyo-3
テキスト注釈
　誘引剤は、昆虫がある種の化学物質に向かう反応を利用して、害虫防除に役立てようとするものである。薬剤による環境汚染が避けられ、目標とする害虫のみを集めることができる。
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kankyo-3
テキスト注釈
　水質汚濁防止法(昭45法138)において、公共用水域とは河川、湖沼、港湾、海岸、海域その他公共の用に供される水域及びこれに接続する公共溝渠、かんがい用水路その他公共の用に供される水路（終末処理場を設置する公共水道及び流域下水道（その流域下水道に接続する公共下水道を含む）を除く）をいうと定義されている。水質汚濁に係る環境基準は公共用水域を対象とするものであり、水質汚濁防止法に基づき、工場及び事業場から公共用水域に排出される水については排水基準が適用される。 
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kankyo-3
テキスト注釈
　良好なまちづくりを進めるために、地域住民などが、自主的に建物の敷地、構造、用途や形態などについて建築に関する取り決めをし、法律上の手続により、その取り決めを、地域の公的なルールにする制度。


kankyo-3
テキスト注釈
　町や街区などの身近な地区毎に、道路や公園などの公共施設や建物の用途や高さなどについて、地区の住民が主体となり、その地区にふさわしい「まちづくりのルール」を決め、これを都市計画として定める制度。


http://www.city.akashi.hyogo.jp/tosei/tokei_ka/g1_machi/machi/index.html
kankyo-3
テキスト注釈
　透水性舗装とは、アスファルトと混合する砕石の粘土調整による間隙の増加等により、雨水等の地中への透水性を高める舗装。雨水の地中への浸透による雨水流出抑制、街路樹の育成、雨天時の歩行性向上の他に、騒音対策にも効果がある。
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http://www.edi.akashi.hyogo.jp/bunpaku/
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http://www.kankyoshimin.org/
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shiotuki
テキスト注釈
　待機電力とは、電気製品を使っていないのにコンセントをさしているだけで消費されてしまっている電力のこと。世帯当たりの消費電力の10％台に達しているとの試算もあり、家庭でできる省エネ対策の一つとして注目されている。
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kankyo-3
テキスト注釈
　グリーン購入とは、商品やサービスを購入する際に必要性をよく考え、価格や品質だけでなく、環境への負荷ができるだけ小さいものを優先的に購入するこという。
　グリーン購入ネットワーク（GPN）は、わが国におけるグリーン購入（環境への負荷が少ない商品やサービスを優先して購入すること）の取り組みを促進するために、平成8(1996)年2月に設立された企業・行政・消費者による緩やかなネットワークである。
　GPNでは、環境負荷の少ない商品やサービスの市場形成を促し、持続可能な社会経済の構築に寄与することを目的として、グリーン購入にあたっての基本原則、ガイドラインの策定、シンポジウムや研究会の開催などの活動を通じてグリーン購入に関する啓発及び情報の収集、発信を行っている。 
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kankyo-3
テキスト注釈
　従来のガソリン車やディーゼル車に比べて、排気ガスやCO2の排出量が大幅に少ない電気自動車、メタノール自動車、天然ガス自動車、ディーゼル・電気ハイブリッド自動車、低燃費かつ低排出ガス認定車などをいう。低公害車普及は、地球温暖化対策や、大都市の大気汚染の改善のための抜本的な対策の一つとして期待されており、海外の動向ともあいまって今後の技術開発、制度面の整備が急速に進み、普及が拡大を目指している。


kankyo-3
テキスト注釈
　ポリ塩化ジベンゾパラダイオキシンとポリ塩化ジベンゾフラン、コプラナーPCBの総称である｡PCBと同じく塩素のつく位置や数により、多くの種類があり、種類によって毒性が異なる。特にダイオキシンの一種である2,3,7,8－テトラクロロジベンゾパラダイオキシン（2,3,7,8－TCDD）は動物実験でごく微量でもがんや胎児に奇形を生じさせるような性質を持っている。ダイオキシン類はこれまで意図して製造や使用されたことはないが、他の化学物質の製造や燃焼などにともなって気がつかないうちに発生する。ダイオキシンが一般に注目され出したのは、ベトナム戦争の時に使用された枯葉剤に微量含まれていたために、その後多くの奇形児が生まれる原因になったと考えられたときである。その後ゴミ焼却炉の焼却灰の中から検出され問題となった。現在、ゴミ焼却場についてはダイオキシンの発生を防止するための施設や設備の構造、焼却条件についてのガイドラインが示され、また、製紙・パルプ工場に対してはダイオキシンの発生の原因となる塩素の使用量をできるだけ少なくするよう指導が行われている。
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shiotuki
テキスト注釈
　現代の産業化社会における多量の石炭や石油などの消費により、二酸化炭素、メタン、フロン、亜酸化窒素などの温室効果ガスの排出量の大量の増加を招き、地球の温暖化が促進されてきた。現在の大気は、産業革命前と比べ2割以上多くの二酸化炭素を含むようになっている。こうした傾向が今後とも進んでいき、また、二酸化炭素以外の温室効果ガスも現在の勢いで増えていくとすると、21世紀末までには、地表の平均気温は1.4～5.8℃も増加し、また、海面水位は9～88cm の上昇が予測されている。地球温暖化の被害が顕在化し取返しのつかない事態が生じないよう、平成2(1990)年に地球温暖化防止行動計画を決定し、各種の対策を推進している。また、平成4(1992)年には気候変動枠組み条約が採択された。


shiotuki
テキスト注釈
　地球の温度は、太陽から流れ込む日射エネルギーと、地球自体が宇宙に向けて出す熱放射とのバランスによって定まる。太陽から流入する日射については、ほとんどが可視光であり、大気を素通りして地表面で吸収される。可視光を吸収して加熱された地表面は赤外線の熱放射をするが、大気中には赤外線を吸収する「温室効果ガス」と言われるガスがあり、地表面からの熱をいったん吸収してしまう。温室効果ガスを含む大気によって吸収された熱の一部は地表面に下向きに放射され、一部は大気上層に上向きに放射される。このように日射に加えて大気からの下向きの放射による加熱があるため、地表面はより高い温度となる。この効果を「温室効果」という。現在、温室効果ガスの大気中の濃度が人間活動により上昇し、「温室効果」が加速され地表面の温度が上がっており、これが地球の温暖化の問題である。温室効果ガスには様々なものがあるが二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素、ハイドロフルオロカーボン（HFC）、クロロフルオロカーボン(CFC)六ふっ化硫黄（SF6）の6つの物質が代表的である。温室効果ガスによる地球温暖化を防止するため、我が国は1989年に地球温暖化防止行動計画を定めており、1992年には気候変動枠組み条約が採択され、1997年には、同条約の第3回締結国会議（COP3）が京都で開催され、先進国の温室効果ガスの削減についての数値目標を定めた京都議定書が採択された。 


http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/kankyou_s_ka/ecoist/download/images/ondankeis.pdf
shiotuki
テキスト注釈
　気候変動に関する政府間パネル(IPCC)による地球温暖化に関する調査が進み、地球環境問題が国際的に重要な課題となった結果、平成2(1990)年、国際連合の中に「気候変動枠組条約交渉会議(INC)」が設けられ、平成4(1992)年に「気候変動に関する国際連合枠組条約(気候変動枠組条約)」が採択された。先進国が温室効果ガス排出量を平成12(2000)年までに平成2(1990)年レベルに安定化させるために政策・措置をとること、各国が排出量の国家通報を行い締約国会議でレビュー（審査）を行うことなどを盛り込んでいる。


shiotuki
テキスト注釈
　締約国会議（COP）とは条約の締約国によって行われる会議で、条約の最高意志決定機関のこと。また、COPの後ろにつけられる数字は、この締約国会議の開催回数を示している。


shiotuki
テキスト注釈
　平成9(1997)年に京都で開催された第3回締約国会議(COP3)で採択された気候変動枠組み条約の議定書。平成20(2008)年から平成24(2012)年の間に先進国に、90年比で日本-6％・アメリカ-7％・EU-8％など各国毎に異なる数値目標を定め、先進国全体では少なくとも90年度比5％削減するとした。
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shiotuki
テキスト注釈
　日本政府の地球温暖化対策の計画。平成10(1998)年に地球温暖化対策推進本部によって決定されたが、マラケシュ合意を受けて平成14(2002)年に改定された。目標達成に向けてステップ・バイ・ステップの3段階のアプローチを取る、省エネ法の強化を図る、原子力発電の推進、新エネルギーの導入などを盛り込んだ内容となっている。


shiotuki
テキスト注釈
　最も分子量の小さい炭化水素。無色無臭で引火性のある気体であるが、通常、人の健康には有害でない。メタンには、湿原や湖沼などの自然発生源と天然ガスの漏出や家畜・水田・廃棄物埋立地等の人為的発生源があり、その温室効果は二酸化炭素の約21倍(100年単位で見た場合)あると考えられている｡大気中のメタンの濃度は､過去3000年間の古大気の分析では250年前まではほぼ一定であり､この200年の間に2倍以上に増加したと推測されている。また、シベリア上空でメタンが高濃度で観測されており、地球レベルでシベリアの湿原がメタンの大規模な発生源となっていることが確認されている。


shiotuki
テキスト注釈
　京都議定書の対象ガスの一つで、自動車の排ガスに含まれるほか、ナイロン原料の製造プロセスの副生成物として発生する。


shiotuki
テキスト注釈
　温室効果ガス削減の数値目標達成のための、国内の削減努力を補完するものとして京都議定書で認められた3つのメカニズム（排出量取引・共同実施・クリーン開発メカニズム（CDM））の総称。
　排出量取引とは、削減義務のある先進国間で排出枠を売買する制度。共同実施とは先進国同士が共同で排出削減のプロジェクトを実施し、投資国が自国の数値目標達成のためにその排出削減単位をクレジット（温室効果ガス削減成果）として獲得できる仕組み。クリーン開発メカニズム（CDM）は、削減義務のある先進国が途上国での排出削減プロジェクトに投資し、当該プロジェクトから生れたクレジットを投資国が獲得できる仕組み。


shiotuki
テキスト注釈
　石炭・石油などの化石燃料や核エネルギーに対し、新しいエネルギー源や供給形態の総称。新エネルギーには、太陽光発電、風力発電などの再生可能な自然エネルギー、廃棄物発電などのリサイクル型エネルギーのほか、コージェネレーション、燃料電池、メタノール・石炭液化等の新しい利用形態のエネルギーも含まれる。
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shiotuki
テキスト注釈
　ポリ塩化ジベンゾパラダイオキシンとポリ塩化ジベンゾフラン、コプラナーPCBの総称である｡PCBと同じく塩素のつく位置や数により、多くの種類があり、種類によって毒性が異なる。特にダイオキシンの一種である2,3,7,8－テトラクロロジベンゾパラダイオキシン（2,3,7,8－TCDD）は動物実験でごく微量でもがんや胎児に奇形を生じさせるような性質を持っている。ダイオキシン類はこれまで意図して製造や使用されたことはないが、他の化学物質の製造や燃焼などにともなって気がつかないうちに発生する。ダイオキシンが一般に注目され出したのは、ベトナム戦争の時に使用された枯葉剤に微量含まれていたために、その後多くの奇形児が生まれる原因になったと考えられたときである。その後ゴミ焼却炉の焼却灰の中から検出され問題となった。現在、ゴミ焼却場についてはダイオキシンの発生を防止するための施設や設備の構造、焼却条件についてのガイドラインが示され、また、製紙・パルプ工場に対してはダイオキシンの発生の原因となる塩素の使用量をできるだけ少なくするよう指導が行われている。
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shiotuki
テキスト注釈
　クリーン開発メカニズム（CDM）は、削減義務のある先進国が途上国での排出削減プロジェクトに投資し、当該プロジェクトから生れたクレジット（温室効果ガス削減成果）を投資国が獲得できる仕組み。
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0.0005mg/¢€ 0.006mg/@
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38 21-15 0
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2.

19

12

.31

10

.20

28

.23

13

.24

29
22

.12

3.31

12.
.15.

12(2000).

10.
11.

A NN -

.30

13

15

.18
.24

10.

26
15

.31

24
28
15

1
10.10.1
PCB
10.6.17
10.8.1

3 1

3
10.10.1
11.9.13
160t/24h3
( ) 5
Lso
12.1.15

3 1

3
2

L50

3 1

15014001
=00

3

10.7.1

JR

JR

JR

LEQ

PRTR

COoP3

- 128 -




13(2001). 1. 6
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CH5CCI5
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)
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3,664
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